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問 11　城さんのメモの写真【　X　】の位置に入れるのに適する写真を次のア～エの中から

1つ選び、記号で答えなさい。

ア　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　ウ

エ
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3 　次の文章を読み、以下の問いに答えなさい。

第二次世界大戦に参戦していた日本政府は、1945 年 8 月 14 日に（　1　）宣言を受け入れ

て連合国に降
こう

伏
ふく

し、終戦を迎
むか

えました。その後、①連合国軍総司令部（GHQ）の指示により

憲法改正案が作成されました。しかし、その内容は一部の改正にとどまったためGHQに拒
きょ

否
ひ

され、大日本帝国憲法を全面的に改めるよう指示を受けました。GHQから草案が示され、

これに基づいて日本政府案が発表され、1946 年 11 月 3 日に日本国憲法が公布され、翌年 5

月 3日から施行されました。

日本国憲法には三つの原則があります。第一に、国の政治のあり方を最終的に決める権利

が国民にあるとする「国民主権」。第二に、すべての人が自由で平等な生活を送れるように守

られる「（　2　）の尊重」。そして第三に、戦争を二度とくり返さないために掲
かか

げられた 

「②平和主義」です。

特に平和主義については、日本国憲法第（　3　）条において「戦争の放
ほう

棄
き

」「戦力の不保持」

「交戦権の否認」が定められており、日本が世界の平和を重視する国であることを示していま

す。これらの原則は、私たちの生活や社会のしくみと深く結びつき、日本の政治や国際関係

を考えるうえで大切な意味を持っています。

第二次世界大戦で大きな被
ひ

害
がい

を受けた日本は、2025 年に戦後（　4　）年を迎えました。

戦争を知らない世代が大多数となり、戦争の記
き

憶
おく

が風化しないよう努めるとともに、政府は

「不戦」の誓
ちか

いを守る仕組みづくりに意欲を示しています。

問 1　文中の空らん（　1　）～（　4　）にあてはまる語句または数字を答えなさい。

問 2　二重下線部について、以下の設問に答えなさい。

⑴　日本国憲法と大日本帝国憲法の説明として、正しいものを次のア～エの中から 2 つ

選び、記号で答えなさい。

ア．大日本帝国憲法では天皇が主権を持ち、日本国憲法では国民が主権を持つ。

イ．大日本帝国憲法では戦争の放棄が定められ、日本国憲法では戦争の自由が認めら

れた。

ウ．大日本帝国憲法では天皇に与えられた権限が強く、日本国憲法では三権分立が重

視される。

エ．大日本帝国憲法では天皇は象徴であり、日本国憲法では神聖不可侵とされた。
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⑵　日本国憲法と比べ、大日本帝国憲法の「人権の保障」は十分とは言えないものであっ

た。その理由を以下の資料を参考にして簡潔に説明しなさい。

（資料）

大日本帝国憲法

　第 22 条　日本臣民ハ法律ノ範囲内ニ於テ居住及移転ノ自由ヲ有ス

問 3　下線部①について、連合国軍総司令部の初代最高司令官の名前をカタカナで答えなさ

い。

問 4　下線部②について、平和主義の考え方として、あてはまらないものを次のア～エの中

から 1つ選び、記号で答えなさい。

ア．日本政府は自衛隊を「必要最小限度の戦力」として認めている。

イ．国際的な紛争を武力ではなく平和的手段で解決する。

ウ．自衛隊は「専守防衛」を基本として活動している。

エ．「核兵器を持たず、つくらず、持ちこませず」という非核三原則を掲げている。






